
自動PDF変換・編集 サーバソリューション

Antenna House PDF Serverは、サーバーサイドでオフィス文書や画像ファイルを、PDFやイメージ
ファイル（JPEG、TIFF/MTIFF）に変換・編集するサーバーソリューション・ソフトウエアです。

フォルダ監視機能 コマンドライン機能C:_

入力フォルダに投入されたファ
イルを一括変換！
入力フォルダに投入されたファ
イルを一括変換！

「PDF Server」の変換と結合/
分割が利用可能

「PDF Server」の変換と結合/
分割が利用可能

複数の監視タスクで、用途ごとに
ファイル変換設定を使い分け
複数の監視タスクで、用途ごとに
ファイル変換設定を使い分け

任意間隔での定期監視、時刻指
定の定時監視などが可能です
任意間隔での定期監視、時刻指
定の定時監視などが可能です

プログラミングは不要!
設定のみですぐに利用できます
プログラミングは不要!
設定のみですぐに利用できます

バッチやスクリプトなどから呼
び出して一括変換
バッチやスクリプトなどから呼
び出して一括変換

他システムへの組み込みも可
能、SIer様にもおすすめ！
他システムへの組み込みも可
能、SIer様にもおすすめ！

マルチプロセスによる高速変換
にも対応(対応機能に限る)
マルチプロセスによる高速変換
にも対応(対応機能に限る)

※ご注意
コマンドライン機能は、「PDF Server」の プロフェッショナル版、コマンドライン版でご利用いただけます。スタンダード版では、ご利用
いただけません。
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※下記ディスク容量には、PDF Server が作成する PDFファイルなどの容量は含みません。

※1　オフィス文書の変換を行うためには、Microsoft Office 2021 / 2019 / 2016 のうち、ひとつのバージョンを、PDF Serverをインストールしたサーバーへ導入する必要があります。
※2　一太郎、その他アプリケーション文書の変換には、それぞれのソフトウェアが、サーバー側にも必要です。

入力ファイル形式

Microsoft Word (docx / doc)、Excel (xlsx / xls)、PowerPoint (pptx / ppt) ※1

 一太郎（JTD）（株式会社ジャストシステム）※�

出力ファイル形式 PDF、TIFF /マルチTIFF、JPEG、テキストファイル（OCRで認識したテキスト）

その他アプリケーション文書(アプリケーション変換で対応可能な文書)

PDF、テキスト（TXT）、画像ファイル（BMP、TIFF /マルチTIFF、JPEG、JPEG2000、PNG）

基本機能
変換できるファイルの種類と出力ファイル形式

OCR処理 画像やPDFを対象に、OCR（Optical character recognition）処理を行い、認識された文字情報をPDFへ埋め込みます。

QRコード スキャン時にあらかじめ用意したPDFServer用のQRコードを印刷したシートを差し込んでおくことで、ファイルの分割や
シートごとに出力フォルダを分けるなどの処理を行うことができます。

認識処理機能

おもな編集機能

結合・分割 複数のPDFファイルの結合や、ページごとにファイルを分割することができます。

セキュリティ設定 出力PDFファイルに、セキュリティ（マスターパスワード/ユーザーパスワード）を設定します。

閲覧制限 出力PDFファイルの閲覧期間（有効期限の設定）、閲覧可能な保存場所（閲覧場所の制限）の設定が可能です。

ヘッダー/フッター 作成日やノンブルの自動挿入、指定位置への社名挿入など、ヘッダーとフッターを編集・設定します。

ウォーターマーク テキストまたは画像の透かしを、ページ内の指定箇所に挿入します。

製品構成
通常 IN/OUT 同時起動タスク

コマンド
ライン

プロフェッショナル版 PDF Serverのすべての機能が利用できます。 〇 〇 無制限 〇

スタンダード版 標準的なフォルダ監視機能が利用できます。
なお、変換エンジンはプロフェッショナル版と同じです。 〇 ー � ー

コマンドライン版
PDF Serverの変換エンジンが使用可能な、コンソールアプ
リケーションです。バッチやスクリプトによる一括変換、他の
システムへの組込み用です。

ー ー ー 〇

フォルダ監視機能※フォルダ監視機能について
　IN/OUT…IN/OUTモードの利用
　同時起動タスク…同時に起動しておける監視タスクの上限数

動作環境
OS Microsoft Windows Server 2022　仮想OS対応

CPU Pentium4 1.2GHz 以上（もしくは、100％互換を持つプロセッサ）⇒マルチコア CPU 2.0GHz 以上を推奨

メモリ 512MB以上（2GB以上を推奨）

HDD システムドライブに500MB 以上（2GB 以上の空きを推奨）


